
本蓮寺中門

指定区分 国指定重要文化財（建造物）

読みかた ほんれんじちゅうもん

所在地 瀬戸内市牛窓町牛窓

指定年月日 昭和45年6月17日

解説

寺伝によると本堂再建の明応元年(1492)
建立とされている。構造は棟門[むなも
ん]、切妻造、本瓦葺である。大棟は熨斗
[のし]積みで、両端に鬼瓦を付けている。
軒は一軒大疎垂木で化粧木舞裏をみせ
る。本柱は円柱で、冠木[かぶき]より上部
は面取された角束で大斗を受ける。４本の
控柱が立っており、特異な構造の棟門(通
常は本柱2本のみ)として珍しい。

アクセス方法
JR邑久駅から車で約25分，両備バス「本
蓮寺下」バス停から徒歩1分

公開状況 外観のみ

設備

備考


